
１．調査の内容

隠岐航路の利便性向上のため、利用客の旅行実態や隠岐航路に対する意識及び旅行代理店の意向を調査し、基礎資料を得ることを目的とする。


1 乗船客アンケート

・実施時期：平成１９年６月１７日（日）～２３日（土）７日間

・回答数：１,４７４人（乗客数　６,３２８人　回答率　２３.３％）

・実施方法：隠岐から本土に向かう乗船客に乗船券購入時にアンケート
用紙を配布し、旅客ターミナル、船内で回収。

・対象者区分：３区分　a島民b観光客cビジネス・帰省・その他

2 観光エージェントアンケート

・実施時期：平成１９年６月２１日～２９日

・回答数：９０社（アンケート依頼数 ２８５社　回答率 ３１．６％）

・実施方法：過去数年間に隠岐の観光ツアーを企画した実績のある旅行代理店に郵送で依頼。

２．調査結果の概要

○目的地は、松江市が６２％を占める。

○用務は、ビジネスが３７％と最も多く、ついで通院１７％、買い物６％。

　　○到着地（本土）の港からの交通手段は、自家用車（行３３％・帰４３％）・連絡バス（行３８％・帰２８％）が多い。

　　○島民の利便性と観光客の利便性のどちらを重視するかという質問には、同じ程度が約３０％占めるが、島民の利便性を重視する意向が多い。

○高齢者は、隠岐航路のダイヤに満足しており、若年層は不満が多い。


○ビジネス客は、島根県が６４％を占め、ついで鳥取県と広島県が１２％であった。

　　○目的地は、隠岐の島町７５％、海士町３０％、西ノ島町２８％、知夫村６％であった。島前・島後両方は１９％で、観光客（２９％）に比べて低い。　　

○旅行日程は、１泊２日が３８％と最も多いが、日帰りも２１％ある。

　　○出発地の港までの交通手段は、自家用車、社用車の車利用が約８０％占めている。

　　○希望する港は、七類港５９％（帰６２％）境港２２％（帰２０％）どちらでもよい１９％（帰１８％）と七類港を希望する人が多い。


　　○目的地は、隠岐の島町が７５％、西ノ島町４０％、海士町３１％、知夫村２０％で、島前・島後両方訪れる人は２９％を占めている。

　　○旅行の目的は景勝地、史跡巡りが多いが、釣りも２２％を占めている。

　　○訪問回数は、６３％が初めてであり、訪れた動機は「来たことがなかった」が４５％と最も多い。

　　○旅行日程は、２泊３日が４８％と最も多く、継いで１泊２日が４１％で日帰りはわずか１．５％にすぎない。

○出発地の港までの交通手段は、自家用車（行４４％・帰３６％）と貸し切りバス（行３２％・帰２９％）が多く、ＪＲ、飛行機は１０％前後である。

＊個人客（１０人以下）は、６４％が自家用車を利用し、団体客（１１人以上）は８０％が貸し切りバスを利用している。（個人と団体の比率６：４）

○希望する港は、七類４５％（帰５３％）境港３０％（帰２７％）どちらでもよい２５％（帰２１％）と七類港が多い。

＊港までの交通手段別で見ると、自家用車利用の人は、七類港の希望が多く、航空機

ＪＲ利用の人は境港が多い。
＊地域別で見ると関東、中部、その他の遠隔地は境港の希望が多く、その他の近隣地域から関西、山口までは七類港が多い。

　  ○隠岐の観光資源については、自然景観や史跡、自然環境など満足している人が多いが、交通アクセスや旅行費用については不満を持っている人の割合が高い。

○再び隠岐を訪れたいかとの質問には７０％の人がそう思うと答えており、個人客（１０人以下）の再訪意識が特に高い。

　

　　
○隠岐の観光ツアーは、近年減少傾向と答えた割合が３４％で増加傾向は１１％に留まっている。

　　○旅行日程は２泊３日が５９％と多く、日帰りは５％と少ない。

○希望する目的地は、島前・島後両方との回答が５７％と高い。

○希望する港は、七類１５％（帰２４％）境港４９％（帰４６％）どちら　　　　　

　でもよい３６％（帰３０％）と境港を希望する会社が多い。

○希望する隠岐側の港は、行きは西郷港が多く、帰りは別府港が多い。

○希望する港からの交通手段は、貸し切りバスが８０％以上を占めるが、航空機、ＪＲも２０％近くある。

○希望する船種は、フェリーが４２％（帰３７％）レインボーが５８％（帰６３％）とレインボーの希望が多い。

○隠岐への観光客を増やすためには、交通利便性を高めれば増えるとする人が４８％であり、運賃を安くする、ダイヤの改善、寄港地の集約により増えるとする人が多い。
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